
公益社団法人　日本糖尿病協会 （単位:円）

として管理

  IDF-WPRﾌｯﾄｹｱ 公益目的保有財産であり 29,921,495
運用資金 IDF-WPRフットケアプロジェクトの運用資産

      立川倶子賞 みずほ銀行/浜松町 800,000
  運用資金 (普通)616613

  立川倶子賞運用資金 公的目的保有財産であり 800,000
立川倶子賞の運用資産として管理

      Facebook運用資金 みずほ銀行/浜松町 2,318,880
  (普通)616613

  Facebook運用資金 公益目的保有財産であり 2,318,880
フェイスブックの運用資産として管理

      国際糖尿病基金 大和ネクスト銀行 39,225,001
  引当預金 渋谷/869181

      国際糖尿病基金 三菱東京UFJ銀行/田町 12,233,109
  引当預金 (普通)2212281

  国際糖尿病基金 公益目的保有財産であり 51,458,110
国際糖尿病基金として管理

      地域振興基金 みずほ銀行/浜松町 5,000,000
  引当預金 (普通)616613

      地域振興基金 大和ネクスト銀行 25,025,057
  引当預金 渋谷/869181

      地域振興基金 三菱東京UFJ銀行/田町 205,000,000
  引当預金 (定期)2212281

  地域振興基金 公益目的保有財産であり 235,025,057
地域振興基金として管理

      小児糖尿病基金 三菱東京UFJ銀行/田町 73,557,699
  引当預金 (普通)2363530

  小児糖尿病基金 公益目的保有財産であり 73,557,699
小児糖尿病基金として管理

  ｶﾞﾘｸｿﾝ賞基金 みずほ銀行/浜松町 公益目的保有財産であり 1,377,688
引当預金 (普通)3071235 ガリクソン賞基金として管理

      退職給付引当資産 みずほ銀行/浜松町 34,292,593
  (定期)5082129

      退職給付引当資産 大和ネクスト銀行 10,801,008
  渋谷/869181

    特定資産
  退職給付引当資産 退職給付引当金見合の引当資産として管理 45,093,601

   流動資産合計 436,659,483
  (固定資産)

  前払金 通勤定期代、シンポジウム経費他 1,850,101
  未収入金 広告料、手帳・ノートグッズ類他 42,666,948

  (定期)67915031
  貯蔵品 切手、図書カード、食品交換表他 583,130

  定期預金 20,296,271
      三井住友銀行 運転資金 20,296,271

      郵便振替20981 ＤＭアンサンブル購入運転資金 17,372,372
      郵便振替688644 防災グッズ運転資金 4,186,293

      郵便振替550770 歯科医師登録医運転資金 112,611,004
      郵便振替282892 義援金運転資金 3,405,473

      郵便振替647953 本部会員会費運転資金 7,846,558
      郵便振替767849 食品交換表、治療の手引き運転資金 21,656,450

      郵便振替353988 登録医運転資金 6,613,519
      郵便振替15463 友の会会費運転資金 6,177,208

  (普通)1235446
  郵便振替 179,868,877

  (普通)4538589
      みずほ銀行 IDF-WPRフットケアプロジェクト運転資金 288,858

  (普通)616656
      三菱東京UFJ銀行 世界糖尿病デー運転資金 915

  (普通)6964195
      みずほ銀行 手帳・ノートグッズ類、交換表、運転資金 5,482,287

  (普通)1376527
      三井住友銀行 運転資金 3,866

  (普通)3451437
      みずほ銀行 シンポジウム運転資金 346,022

  (普通)3055728
      みずほ銀行 賛助会員(個人）運転資金 2,903,980

  (普通)616613
      みずほ銀行 運転資金 3,181

  (普通)4554164
      みずほ銀行 運転資金 180,264,692

  預金 普通預金 191,394,156
      三菱東京UFJ銀行 ＴＤＪマラソン運転資金 2,100,355
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貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金        額

従事する職員の退職給付金の引当金である

     負債合計 335,659,270
     正味財産 848,510,428

  退職給付引当金 公益目的事業および管理目的の業務に 45,093,601

   固定負債合計 45,093,601

   流動負債合計 290,565,669
  (固定負債)

      源泉所得税 654,786
  未払消費税等 4,724,400

      雇用保険 28,309
      住民税 203,500

  前受金 調査研究、本部会員会費他 235,673,081
  預り金 源泉所得税、雇用保険料 886,595

  未払金 未払補助金他 1,464,839
  未払費用 さかえ発送料他 47,816,754

うち公益目的保有財産75％

     資産合計 1,184,169,698
  (流動負債)

うち管理目的保有財産25％
   固定資産合計 747,510,215

  敷金 麹町セントラルビル敷金 11,599,500
(共有財産)

うち公益目的保有財産90％
うち公益目的保有財産10％

うち管理目的保有財産25％
  電話加入権 (共有財産) 315,768

  ソフトウェア (共有財産) 81,900
うち公益目的保有財産75％

うち公益目的保有財産75％
うち管理目的保有財産25％

うち管理目的保有財産25％
  器具備品 (共有財産) 181,016

  建物付属設備 (共有財産) 2,129,500
うち公益目的保有財産75％

  (普通)616613
    その他固定資産

調査研究事業用の運用資産として管理
      研究運用資金 みずほ銀行/浜松町 293,650,001

  運用資金 (普通)1235446
  研究運用資金 公益目的保有財産であり 293,650,001

      IDF-WPRﾌｯﾄｹｱ みずほ銀行/麹町 29,921,495
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